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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 水蒸気可視化システムの開発 

研 究 責 任 者 ： 角田 直人（東京都立大学） 

 

２．研究開発の目的 

近赤外光を利用した開放空間中の水蒸気分布の可視化システムの開発を目的とする。可視化シス

テムは水蒸気吸収波長のレーザー光源、平行光学ユニット、近赤外カメラで構成され、水蒸気をリアル

タイムに２次元画像化する。目に見えない水蒸気分布を把握できるため、様々な産業分野や学術分野

で応用されることが期待される。具体的には、空調機器からの水蒸気流れの把握、配管等からのガス

漏れ検出、乾燥蒸発過程の観察、呼吸器やマスクの評価などが挙げられる。本研究開発では、精度

向上（濃度の高分解能化）、定量化（水蒸気量と流れの算定）、装置の小型・可搬化に取り組み、実用

で求められる性能を達成することを目標とする。加えて、本技術の社会実装に向けて、ニーズ調査と共

同研究を実施する。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

水蒸気分布の可視化システムの開発と実用化のために、濃度の高分解能化、定量化、小型・可搬

化、ニーズ開拓に取り組んだ。濃度の高分解能化では、基準値を用いた時間変動抑制と局所適応型

アルゴリズムによる空間ノイズ低減により、目標の 0.1g/m3 以下の濃度分解能を達成した。得られた

画像から水蒸気量と流れベクトルを推定し、ノズル吹出流やヒト呼気に対する可視定量的な比較分析

が可能であることを示した。小型・可搬化では、光照射ユニットを一体化して移動・操作性を向上させ、

現場使用できることを確認した。様々な分野で多くのニーズがあることが分かり、各々の目的と仕様を

整理し、そのうち 3 件は共同研究に繋げた。 

 

3-2. 今後の展開 

実現性、将来性、学術的意義の観点から本技術の実用課題を絞り込みつつ、共同研究を軸に企

業・団体との連携活動を進めていく予定である。さらに、展示会等で積極的に本技術を紹介し、新規ニ

ーズを掘り起こしていく。同時に、ベンチャーによる事業化も予定している。事業内容は、受託試験サ



ービス、現場評価サービス、製品開発・販売である。当面は受託試験サービスを事業の柱とし、着実に

実績を重ね、認知の拡大に繋げていく計画である。 


